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年が明けて早いものでもう 2 か月がたちました。暦の上では春となりましたが雪が降

り、暖かな春が待ち遠しく思います。園のお子様たちは寒さを忘れてしまうほど元気に

体を動かし、毎日を楽しく過ごしています。 

 

☆節分 豆まき 

３日（木）に豆まきを行いました。自分で作ったお面を被り、新聞紙を丸めて豆に見

立てたものを持って「早く鬼退治したいな」と楽しみにして園庭に出てみると、迫力あ

る和太鼓の音と共に鬼が登場！ 

「みんなの体の中にいる意地悪鬼・泣き虫鬼たちを追い出そう！」という教師の言葉

と共に「鬼は外！福は内！」と威勢よく豆を投げました。体の大き 

な鬼に圧倒され思わず涙を零すお子さんもいましたが、豆まき後 

は「鬼をやっつけたよ！」とすっかり笑顔になり全員が伝統行事 

を楽しむことが出来ました。 

 

☆涅槃会 

１５日（火）は涅槃会（ねはんえ）でした。涅槃会とはお釈迦様が入滅された日の事で

す。皆が幸せになるためにはどうすればよいのか、日々悩まれながら現代の私たちにも

幸せになる事の道標を示してくださいました。お釈迦様は亡くなる直前に「命あるもの

はすべて死んでしまう。いつまでも悲しんでいるのではなく、今後を幸せに生きる努力

をすることが大切」「自灯明（人を頼るのではなく自らを頼りにしなさい）法灯明（真実

の教えをよりどころにしなさい）」のお言葉を残されました。この言葉を胸に、お子さん

は心静かにお参りをしました。 

 

☆第 81回全国教育美術展絵画表彰式 

２５日（金）に絵画表彰式を行いました。1年間の絵画指導を通してお子さんたちが創

造性豊かに描き、表現した作品は団体は愛知県の「教育委員会賞」そして個人では特選 2

名、入選 9 名が受賞し、代表者が理事長先生より表彰を受けました。お子さんたちは受



賞作品を見て「うわ～キラキラな絵の具できれいだね」「僕もこんな絵が描きたいな」と

今後の絵画活動に意欲を高めました。 

 

☆ほし組  

寒さに負けない健康な身体を作るため、1月から毎朝マラソンを続けています。最初は

２周から始まり少しずつ距離を伸ばし、現在 7 周（約３５０ｍ）を全員が走りきれるよ

うになりました。取り組み始めは「疲れた～」「もう走れない」などの声も聞かれました

が、毎朝続けていくうちに「今日も頑張って走れたね」「７周走ると身体がポカポカして

くるね」などと目標を達成し自信・体力がついた様子のお子さん達。 

また、ドッヂボールでは集団遊びの中でルールを守りながら競い合いを楽しんで取り

組み、団結力を高めていきました。 

この１年 様々な行事を通して、クラス内の団結力・絆が増し 

たお子さん達。卒園まで残り１カ月。お子さん達と楽しい思い出 

を作り、胸を張って小学校へ進学できるようにしていきます。 

 

☆ぺんぎん組  

２月も末を迎え、クラスで飼育するイシガメの赤ちゃんやメダカ、ベンケイガニも少

しずつ餌を食べる量が増えてきました。餌やりの際にそのような様子を見ながら「春の

訪れ」を身近で感じています。一方で、まだまだ雪がちらつく日もあり、本格的な春を

迎える日をみんなで心待ちにしています。 

今月、クラス内ではカルタ遊びにお子さん同士で取り組む姿が多く見られました。 

ジャンケンで「読み手」の順番を決め「はい！」と元気な声で「取り手」が取る。「今日

は 3枚取れた！」「○○ちゃんに勝ったよ」と最後は誰が一番多 

くのカルタが取れたか勝敗を競い楽しんでいます。 

ご家庭の皆様でもカルタ遊びを楽しんでみてはいかがでしょう 

か。 

 

☆りす組  

日課や書写・文字指導で毎日学んでいる平仮名などの知育学習が大好きなりす組のお

子さんたち。そんなお子さんたちのために理事長先生がひらがな絵合わせカルタをプレ

ゼントしてくださいました。何度か取り組むうちにお気に入りの一つになっている様子

で「先生、今日もカルタやる？」と毎日教師に聞くお子さんもい 

ます。「お手付きはだめだよ！」「やった～！４枚もとれた」と競 

争心を高めながら取り組み、なかなか取れないお子さんも「僕は 

絶対トマトをとる！」と目標を決めて楽しんでいました。 

 

 



☆きりん組 

昨年１１月にきりん組のお部屋で始めたヒヤシンスの水栽培がかわいらしい花を咲か

せました。「これ玉ねぎみたい」「瓶の上に乗せるの？」「先生、ここが破れて何か出て来

たよ」と栽培スタートより発芽・色づき、そして開花…と毎日の変化に興味や発見をく

り返し色々な事を感じながら大切に育ててきました。「先生咲いたね」「かわいいね～」

「ピンクの花だった～‼」と開花に喜びもひとしお。時折の暖かい日差しの中で花一輪に

春の近づきを感じています。きりん組の生活もあと僅かとなり、 

どのお子さんもご挨拶やお返事が丁寧にできるようになり、すっ 

かり木田幼稚園の一員らしくなりました。お友達と一緒に過ごす 

楽しさを感じながらお友達を意識したり思いやりの気持ちを持っ 

たり…とお子さん達は身体だけではなく「心」も成長したようで 

す。 

 

 


